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クラウドネイティブのOracleデータベースをリスト
ア

クラウドネイティブのOracleデータベースを元の場所にリスト
ア

データ損失が発生した場合は、データファイル、制御ファイル、またはその両方を元の
場所にリストアしてから、データベースをリカバリできます。

作業を開始する前に

Oracle 21cデータベースがstarted状態の場合、リストア処理は失敗します。データベースを正常にリストアす
るには、次のコマンドを実行する必要があります。

cp -f <ORACLE_HOME>/jdbc/lib/ojdbc8.jar

/opt/NetApp/snapcenter/spl/plugins/sco/lib/ojdbc8-8.jar

手順

1. をクリックします  リストアするデータベースに対応し、*[リストア]*をクリックします。

2. データベースのリストア先となるリストアポイントを選択し、*[元の場所にリストア]*をクリックします。

3. Restore Scopeセクションで、次の操作を実行します。

状況 手順

データ・ファイルだけをリストアする場合 [すべてのデータファイル]を選択します。

制御ファイルだけをリストアする場合 「制御ファイル」を選択します

データ・ファイルと制御ファイルの両方をリストア
する場合

[すべてのデータファイル]および[制御ファイル]を選
択します。

また、［強制的にインプレースリストア］チェックボックスをオンにすることもできます。

Amazon FSx for NetApp ONTAP またはCloud Volumes ONTAP SANレイアウトで、SnapCenter Plug-in

for OracleがASMディスクグループにOracleデータファイル以外の外部ファイルを検出した場合は、接続
とコピーのリストアが実行されます。外部ファイルには、次のタイプが1つ以上ある可能性があります。

◦ パラメータ

◦ パスワード

◦ アーカイブログ

◦ オンラインログ

◦ ASMパラメータファイル。

[強制インプレースリストア]オプションは、パラメータ、パスワード、アーカイブ・ログ・タイプの外
部ファイルを上書きします。[強制的にインプレースリストア*]オプションを選択した場合は、最新の
バックアップを使用する必要があります。

1



4. リカバリ範囲セクションで、次の操作を実行します。

状況 手順

最後のトランザクションまでリカバリする場合 [ * すべてのログ * ] を選択します。

特定の System Change Number （ SCN ）までリ
カバリする場合

[Until SCN]*を選択し、SCNを指定します。

特定の日時にリカバリする [ * 日付と時刻 * ] を選択します。

リカバリが不要である場合 「 * リカバリなし * 」を選択します。

選択したリカバリ範囲の[アーカイブ・ログ・ファイルの場所*]フィールドでは’リカバリに必要なアーカイ
ブ・ログが格納されている場所を任意で指定できます

リカバリ後にデータベースを読み取り/書き込みモードで開く場合は、チェックボックスを選択します。

5. 「次へ」をクリックして詳細を確認します。

6. [* リストア ] をクリックします。

クラウドネイティブのOracleデータベースを別の場所にリスト
ア

データ損失が発生した場合、Azure NetApp FilesでのみOracleデータベースを別の場所に
リストアできます。別の場所にすることも、同じホストにすることもできます。

作業を開始する前に

• Oracle 21cデータベースがstarted状態の場合、リストア処理は失敗します。データベースを正常にリスト
アするには、次のコマンドを実行する必要があります。

cp -f <ORACLE_HOME>/jdbc/lib/ojdbc8.jar

/opt/NetApp/snapcenter/spl/plugins/sco/lib/ojdbc8-8.jar

• 代替ホストのOracleバージョンが元のホストと同じであることを確認する必要があります。

このタスクについて

リストア処理の開始時に、Oracleホーム、最大ボリュームスループット、Oracle SID、およびデータベースク
レデンシャル以外の構成を変更することはできません。

デフォルトでは、_until cancel_setをtrueに設定すると、フルリカバリが有効になります。

リストアされたデータベースのアーカイブログモードは、デフォルトではオフになっています。必要に応じ
て、アーカイブログモードを有効にして、アーカイブログをNetAppボリュームに保持できます。

手順

1. をクリックします  リストアするデータベースに対応し、*[リストア]*をクリックします。

2. データベースのリストア先となるリストアポイントを選択し、[別の場所にリストア]>*[次へ]*をクリック
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します。

3. [Configuration]ページで、代替場所、SID、ORACLE_Home、データベースクレデンシャル、およびスト
レージスループットの詳細を指定します。

データベースクレデンシャルでOSユーザ認証が無効になっている場合は、リストアされたデータベース
に同じホストまたはターゲットホストで接続するsysユーザのパスワードを指定する必要があります。

4. をクリックし、詳細を確認して[リストア]*をクリックします。

リストア処理の進捗状況は、[Job Monitor]ページで確認できます。ジョブが完了したら、*[検出のリフレ
ッシュ]*をクリックして、リストアされたデータベースを表示します。ただし、別の場所にリストアされ
たデータベースを保護することはできません。
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